
イ
ン
ド
・
チ
ェ
ン
ナ
イ
特
集

　コ
マ
ツ
イ
ン
デ
ィ
ア
の
オ
ラ
ガ
ダ
ム
工
場

　工
場
内
で
技
能
訓
練
に
取
り
組
む

静翼などの重要部材の溶接も現
地技能者が確かな腕でこなす

部
材
の
搬
入
か
ら
製
品

化
ま
で
の
大
半
の
工
程

を
現
地
従
業
員
が
担
う

日系企業チェンナイ圏進出相次ぐ

Ｔ
Ｎ
州
、
雇
用
人
口
年
１
０
０
万
人
輩
出

在チェンナイ日本国総領事中野正則氏

中東・アフリカにアクセス

　
日
系
企
業
が
イ
ン
ド
進
出
を

検
討
す
る
際
、
チ
ェ
ン
ナ
イ
を

含
む
タ
ミ
ル
ナ
ー
ド
ゥ
Ｔ
Ｎ

州
が
有
力
な
立
地
候
補
地
に
な

っ
て
い
る
。
在
チ
ェ
ン
ナ
イ
日

本
国
総
領
事
館
の
中
野
正
則
総

領
事
に
現
状
な
ど
を
聞
い
た
。

◇

　
―
チ
ェ
ン
ナ
イ
に
進
出
す
る

日
系
企
業
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
「
Ｔ
Ｎ
州
の
日
系
企
業
の
拠

点
数
は
２
０
０
８
年
に
１
４
３

拠
点
だ
っ
た
が
、
昨
年
末
に
約

５
０
０
拠
点
に
増
え
た
。
こ
の

う
ち
半
数
以
上
が
製
造
業
だ
。

特
に
チ
ェ
ン
ナ
イ
圏
へ
の
進
出

が
急
伸
し
て
い
る
。
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
連
合

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

、

中
東
、
ア
フ
リ
カ
に
ア
ク
セ
ス

で
き
る
港
が
近
く
に
あ
り
、
地

理
的
な
優
位
性
が
あ
る
。
国
内

市
場
だ
け
で
は
な
く
、
輸
出
も

展
開
し
や
す
い
点
が
魅
力
だ
」

　
―
チ
ェ
ン
ナ
イ
で
は
技
術
系

の
人
材
が
豊
富
で
す
。

　
「
５
０
０
校
を
超
え
る
工
科

大
学
が
あ
り
、
多
く
の
研
修
機

関
も
設
立
さ
れ
て
い
る
。
文
化

系
な
ど
も
含
め
る
と
年
１
０
０

万
人
の
雇
用
人
口
が
輩
出
さ
れ

て
お
り
、
人
材
供
給
力
は
高

い
。
Ｔ
Ｎ
州
の
人
た
ち
は
一
般

的
に
ま
じ
め
で
温
厚
で
あ
り
、

日
本
の
企
業
文
化
に
も
な
じ
み

や
す
い
」

　
―
日
系
企
業
の
進
出
を
ど
う

支
援
し
て
い
ま
す
か
。

　
「
総
領
事
館
、
ジ
ェ
ト
ロ
、

チ
ェ
ン
ナ
イ
日
本
商
工
会
が
連

携
し
、
現
地
政
府
や
関
係
機
関

と
の
調
整
な
ど
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
例
え
ば
、
２
年
前
に

始
め
た
総
領
事
館
と
州
政
府
と

の
定
期
協
議
会
で
は
日
系
企
業

に
関
係
す
る
諸
問
題
の
解
決
に

努
め
て
お
り
、
ま
た
ジ
ェ
ト
ロ

の
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
進
出
企
業
の
相
談

を
受
け
て
い
る
」

　
―
チ
ェ
ン
ナ
イ
圏
発
展
へ
の

課
題
は
。

　
「
電
力
、
道
路
、
水
な
ど
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
だ
。
中
で
も
電

力
は
ピ
ー
ク
時
の
需
要
が
１
０

０
０
万

な
の
に
対
し
、
３

０
０
万

分
の
供
給
が
不
足

し
て
い
る
。
土
地
収
用
が
ス
ム

ー
ズ
に
進
ま
な
い
た
め
、
道
路

整
備
も
遅
れ
て
い
る
。
Ｔ
Ｎ
州

政
府
も
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
重
点

課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
州
間
の
外
資
誘
致
が
激
化

し
て
お
り
、
一
層
の
努
力
を
期

待
し
た
い
」

　
―
イ
ン
ド
の
景
況
を
ど
う
見

て
い
ま
す
か
。

　
「
中
間
層
は
増
え
て
い
る

が
、
設
備
投
資
に
好
転
の
兆
し

が
見
え
ず
、
内
需
が
冷
え
込
ん

で
い
る
。
５
月
ま
で
に
総
選
挙

が
あ
る
た
め
、
新
政
権
で
イ
ン

フ
ラ
整
備
の
促
進
な
ど
の
経
済

対
策
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。
膨
大
な
市
場
で
大

き
な
将
来
性
も
あ
る
。
ス
ズ
キ

も
現
代
自
動
車
も
時
間
を
か
け

て
事
業
を
成
長
さ
せ
た
。
進
出

を
検
討
し
て
い
る
企
業
は
現
地

を
見
た
上
で
、
想
定
さ
れ
る
問

題
へ
の
対
応
も
十
分
に
考
え
て

進
出
を
判
断
し
て
ほ
し
い
」

戦
略
拠
点
競
争
力
を
強
化

火力発電プラント事業、現調拡大東芝

グ
ロ
ー
バ
ル
輸
出
拠
点
へ

鉱山用ダンプトラック生産
高品質強みコマツ

　
東
芝
の
イ
ン
ド
に
お
け
る
火

力
発
電
プ
ラ
ン
ト
事
業
の
製
造

販
売
拠
点
で
あ
る
東
芝
ジ
ェ
イ

エ
ス
ダ
ブ
リ
ュ
ー
・
パ
ワ
ー
シ

ス
テ
ム
社
は
、
チ
ェ
ン
ナ
イ
工

場
の
競
争
力
強
化
を
加
速
し
て

い
る
。
イ
ン
ド
人
従
業
員
の
技

術
水
準
を
向
上
さ
せ
な
が
ら
、

京
浜
事
業
所

横
浜
市
鶴
見

区

と
遜
色
の
な
い
品
質
で
年

間
３
０
０
万

相
当
の
設
備

を
生
産
で
き
る
体
制
を
整
備
。

５
月
に
は
ロ
ー
タ
ー
の
世
界
最

大
級
の
高
速
バ
ラ
ン
ス
装
置
を

完
成
さ
せ
、
品
質
の
高
さ
を
一

段
と
訴
求
し
て
い
く
。
ま
た
現

地
調
達
を
拡
大
し
コ
ス
ト
低
減

も
急
ぐ
。

　
東
芝
ジ
ェ
イ
エ
ス
ダ
ブ
リ
ュ

ー
・
パ
ワ
ー
シ
ス
テ
ム
社
は
２

０
１
４
年
１
月
に
設
立
。
同
国

大
手
財
閥
系
企
業
の
ジ
ン
ダ
ル

・
サ
ウ
ス
・
ウ
エ
ス
ト

Ｊ
Ｓ

Ｗ

と
合
弁
で
設
立
し
て
い
た

東
芝
ジ
ェ
イ
エ
ス
ダ
ブ
リ
ュ
ー

タ
ー
ビ
ン
・
発
電
機
社
に
、
東

芝
イ
ン
ド
社
の
火
力
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
部
門
を
統
合
。
発
電

設
備
の
製
造
か
ら
Ｅ
Ｐ
Ｃ

設

計
・
調
達
・
建
設
・
サ
ー
ビ

ス

ま
で
の
一
貫
体
制
を
整
え

た
。東
芝
の
出
資
比
率
は

％
。

　
旧
東
芝
Ｊ
Ｓ
Ｗ
が

年
に
建

設
し
た
チ
ェ
ン
ナ
イ
工
場
の
主

な
生
産
品
目
は

万

級
超

臨
界
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
や

万

Ｖ
Ａ
級
発
電
機
な
ど
。
「
世
界

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
性
能
を
持

つ
」

稲
山
善
昭
社
長

。
イ

ン
ド
火
力
発
電
公
社
な
ど
か
ら

受
注
し
た

万

級
タ
ー
ビ

ン
発
電
設
備
５
基
を
製
造
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
た
び
イ

ン
ド
火
力
発
電
公
社
か
ら
新
た

に
同
規
模
の
タ
ー
ビ
ン
発
電
設

備
２
基
を
受
注
し
た
。

　
同
工
場
は
日
本
人
の
常
駐
者

９
人
、
イ
ン
ド
人
従
業
員
約
５

０
０
人
の
陣
容
で
、
新
鋭
の
機

械
・
装
置
の
操
作
や
、
製
缶
・

溶
接
、
タ
ー
ビ
ン
羽
根
の
製
造

な
ど
高
度
な
技
能
を
要
す
る
工

程
を
イ
ン
ド
人
従
業
員
が
こ
な

す
。
技
術
移
転
が
進
ん
で
お

り
、
２
月
６
日
に
東
芝
京
浜
事

業
所
に
竣
工
し
た
「
グ
ロ
ー

し
ゅ
ん
こ
う

バ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
製

造
セ
ン
タ
ー
」
と
連
携
を
強
め

る
こ
と
で
さ
ら
な
る
効
率
化
を

図
る
。
５
月
に
は
真
空
状
態
で

タ
ー
ビ
ン
の
心
臓
部
で
あ
る

ロ
ー
タ
ー
を
回
転
さ
せ
て
バ
ラ

ン
ス
な
ど
を
検
査
す
る
世
界
最

大
級
の
装
置
も
完
成
さ
せ
る
。

　
一
方
、
現
地
調
達
率
に
つ
い

て
も
今
後
順
次
拡
大
し
て
い
く

方
針
。
コ
ス
ト
競
争
力
強
化
に

加
え
、
同
国
の
入
札
制
度
で
は

現
地
調
達
率
の
高
さ
が
有
利
に

働
く
た
め
。
大
型
の
鍛
造
品
や

鋳
鋼
品
、
１
０
０

を
超
え

る
厚
板
な
ど
、
品
質
保
全
上
日

本
製
し
か
使
え
な
い
部
材
以
外

の
も
の
は
同
国
内
で
調
達
し
て

い
く
考
え
。

　
同
社
は
新
設
計
画
が
相
次
ぐ

イ
ン
ド
の
発
電
所
向
け
受
注
に

加
え
、中
東
、ア
フ
リ
カ
、
東
南

ア
ジ
ア
の
市
場
を
開
拓
す
る
戦

略
拠
点
と
し
て
の
役
割
も
担

う
。
地
理
的
な
条
件
に
加
え
、

イ
ン
ド
人
の
人
脈
を
生
か
す
。

　
機
器
の
単
体
販
売
に
加
え
、

発
電
所
全
体
の
新
設
を
請
け
負

う
Ｅ
Ｐ
Ｃ
も
狙
う
。
「
ジ
ャ
パ

ニ
ー
ズ
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
　
ア
ッ

ト
　
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
プ
ラ
イ

ス
」

稲
山
社
長

が
武
器

だ
。
Ｅ
Ｐ
Ｃ
は
オ
フ
ァ
ー
を
始

め
た
と
こ
ろ
で
、
「
手
応
え
は

感
じ
て
い
る
。

年
内
に
は
１

件
獲
得
し
た
い
」

同

と
意

欲
を
示
す
。

　
将
来
的
に
チ
ェ
ン
ナ
イ
工
場

の
年
産
能
力
を
倍
増
さ
せ
る
計

画
。
足
元
の
イ
ン
ド
経
済
の
停

滞
に
よ
っ
て
増
強
時
期
が
後
ず

れ
す
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
東

芝
の
グ
ロ
ー
バ
ル
成
長
の
シ
ン

ボ
ル
に
な
る
。

　
オ
ラ
ガ
ダ
ム
工
業
団
地
に
日

系
企
業
と
し
て
初
め
て
進
出
し

た
コ
マ
ツ
。
２
０
０
７
年
１
月

に
イ
ン
ド
国
内
の
大
手
鉱
山
顧

客
向
け
に
鉱
山
用
ダ
ン
プ
ト
ラ

ッ
ク
の
生
産
を
開
始
し
た
。
チ

ェ
ン
ナ
イ
の
立
地
優
位
性
を
生

か
し
て
輸
出
も
手
掛
け
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
に
２
５
０
台
弱

の
実
績
を
積
み
上
げ
た
。
日
本

製
と
同
一
の
品
質
が
好
評
を
得

て
い
る
。
２
０
１
３
年
度
は
海

外
マ
イ
ニ
ン
グ
需
要
が
低
迷

し
、
輸
出
台
数
が
落
ち
込
ん
だ

が
、
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
の
グ
ロ

ー
バ
ル
輸
出
拠
点
と
し
て
今
後

も
活
用
し
て
い
く
方
針
だ
。

　
コ
マ
ツ
の
イ
ン
ド
進
出
は
さ

か
の
ぼ
る
こ
と

年
前
。
イ
ン

ド
政
府
と
共
同
で
コ
ル
カ
タ

カ
ル
カ
ッ
タ

で
ブ
ル
ド
ー

ザ
ー
の
生
産
を
開
始
。
後
に
地

場
大
手
建
設
業
と
の
合
弁
会
社

で
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
生
産
も
始
め

た
。
歴
史
を
積
み
重
ね
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
コ
マ
ツ
の
知
名

度
は
高
い
。

　
コ
マ
ツ
イ
ン
デ
ィ
ア
の
水
原

潔
社
長
は
「
売
っ
て
終
わ
り
で

は
な
く
、
製
品
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
の
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
重
視
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

サ
ー
ビ
ス
姿
勢
で
、
顧
客
の
信

頼
を
得
て
い
る
」
と
笑
顔
を
み

せ
る
。

　
現
在
、
イ
ン
ド
経
済
の
減
速

で
、
建
機
の
内
需
も
伸
び
悩
ん

で
い
る
。
し
か
し
、
水
原
社
長

は
「
一
過
性
で
、
長
期
的
に
は

潜
在
力
を
秘
め
て
い
る
市
場
と

捉
え
て
い
る
。
イ
ン
ド
市
場
に

力
を
入
れ
る
方
針
に
変
わ
り
は

な
い
」
と
強
調
す
る
。

　
ま
た
イ
ン
ド
で
は
電
力
不
足

が
深
刻
化
。
電
力
需
要
の
約

％
が
火
力
発
電
で
賄
わ
れ
て
い

る
が
、
石
炭
の
生
産
が
追
い
つ

か
ず
、
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
水
原
社
長
は
「
今

後
承
認
さ
れ
る
大
規
模
な
鉱
山

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
期
待
し
て
い

る
」
と
し
て
い
る
。

双日 来年にも着工

市
郊
外
に
新
工
業
団
地
を
開
発

　
双
日
は
イ
ン
ド
自
動
車
部
品

メ
ー
カ
ー
大
手
で
あ
る
マ
ザ
ー

ソ
ン
グ
ル
ー
プ
と
共
同
で
、
チ

ェ
ン
ナ
イ
市
郊
外
の
カ
ン
チ
―

プ
ラ
ム
地
区
に
「
双
日
―
マ
ザ

ー
ソ
ン
工
業
団
地

Ｓ
Ｍ
Ｉ

Ｐ

」
を
開
発
す
る
。
現
在
、

開
発
許
認
可
取
得
に
向
け
た
設

計
業
務
、
関
係
省
庁
と
の
折
衝

を
し
て
お
り
、
２
０
１
５
年
初

頭
の
造
成
工
事
開
始
を
目
指
し

て
い
る
。

　
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｐ
は
日
印
両
政
府
が

産
業
回
廊
と
し
て
推
進
し
て
い

る
「
チ
ェ
ン
ナ
イ
―
バ
ン
ガ
ロ

ー
ル
産
業
大
動
脈
構
想

Ｃ
Ｂ

Ｉ
Ｃ

」
の
根
幹
と
な
る
国
道

４
号
線
沿
い
に
位
置
し
て
い

る
。
チ
ェ
ン
ナ
イ
地
区
の
み
な

ら
ず
、
４
輪
車
・
２
輪
車
製
造

業
が
集
積
し
て
い
る
バ
ン
ガ
ロ

ー
ル
地
区
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
良

い
。

　
イ
ン
ド
進
出
の
際
の
煩
雑
な

手
続
き
、
製
造
開
始
後
の
ト
ラ

ブ
ル
解
決
に
あ
た
り
、
日
本
人

を
常
駐
さ
せ
る
予
定
。
上
下
水

道
や
電
力
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
を

整
備
す
る
ほ
か
、
レ
ン
タ
ル
工

場
や
大
容
量
通
信
施
設
の
敷

設
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
な
ど
を
通
じ
、
進
出

企
業
を
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
計
画
だ
。

　
南
ア
ジ
ア
の
デ
ト
ロ
イ
ト
と
呼
ば
れ
る
イ
ン
ド
有
数
の
港
湾
都
市
チ
ェ
ン
ナ
イ
。
輸
出
製
造

拠
点
と
し
て
自
動
車
産
業
を
中
心
に
発
展
が
続
き
、
日
系
企
業
の
進
出
数
は
イ
ン
ド
国
内
主
要
都

市
で
も
高
い
伸
び
を
示
し
て
い
る
。
最
近
は
製
造
分
野
の
多
角
化
や
、
産
業
発
展
を
見
据
え
た
商

社
の
動
き
も
活
発
だ
。
チ
ェ
ン
ナ
イ
北
方
に
位
置
す
る
「
ス
リ
シ
テ
ィ
工
業
団
地
」
は
新
た
な
投

資
先
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
チ
ェ
ン
ナ
イ
経
済
圏
の
現
状
と
課
題
を
追
う
。

（ ） 【広告特集】 ２０１４年 平成２６年 ２月２７日 木曜日 　　


